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宇宙開発の現状報告 
（平成 23 年 1 月 12 日（水）～平成 23 年 1 月 18 日（火）） 

平成 2 3 年 1 月 1 9 日 
宇 宙 開 発 委 員 会 事 務 局 

 

宇宙開発に関する国内の動向 

 

・イプシロンロケット事業の促進について 

 JAXAは、平成25年度の試験機の打上げに向けて開発を進めているイプシロンロケットについ

て、打上げ射場を内之浦として設備整備等の必要な作業を進めていくと、12日（水）に発表した。 

 

・はやぶさカプセル内の微粒子の初期分析の開始について 

 JAXAは、サンプルキャッチャーA室から回収された微粒子の中で、岩石質と同定した微粒子

の初期分析を開始することと、初期分析を担当する研究者等を、17日（月）に発表した。今回、

100分の1ミリメートルから10分の1ミリメートル程度の微粒子約50個を13大学・研究機関に配布

する。 

 

・超小型衛星試験センターの開所式について 

 九州工業大学は18日（火）、平成22年7月北九州市に設立した超小型衛星試験センターの開

所式を行った。超小型衛星試験センターは、1辺50センチ以下の超小型衛星の宇宙環境試験に

特化しており、振動、電波、熱真空等の様々環境試験を一元的に実施することが可能。 

 

 

宇宙開発に関する海外の動向 

 

 特になし 

 

 



 

 
 

 
プ レ ス リ リ ー ス 

平 成 ２ ３ 年 １ 月 １ ９ 日 

宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構 

三 菱 重 工 業 株 式 会 社 

 
 

Ｈ－ＩＩＢロケット２号機による 
宇宙ステーション補給機「こうのとり」２号機（ＨＴＶ２）の打上げ延期について 

 
 

宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）は、種子島宇宙センターから宇宙ステーション補給機「こうのとり」２号

機（ＨＴＶ２）／Ｈ－ＩＩB ロケット２号機（Ｈ－ＩＩB・Ｆ２）の打上げを平成２３年１月２０日１５時２９分１９秒（日本

標準時）に予定しておりましたが、打上げ時刻において打上げ制約条件を超える氷結層を含む雲（別紙参

照）の発生が予測されることから、打上げを１月２２日以降に延期いたします。 

 

なお、新たな打上げ日時については決定次第お知らせいたします。 

 

 

※ 本情報につきましては、次のインターネットアドレスでもご覧頂けます。 

【 http://www.jaxa.jp/countdown/h2bf2/index_j.html 】  

（「宇宙ステーション補給機「こうのとり」２号機（ＨＴＶ２）/H－ＩＩB ロケット２号機 打上げ特設サイト」 ） 

 

 

 

 

 

問い合わせ先： 

宇宙航空研究開発機構 

種子島宇宙センター（プレスセンター） 

ＴＥＬ:０５０－３３６２－６４２５ 

ＦＡＸ:０９９７－２６－１８４３ 

鹿児島宇宙センター管理課広報係 

ＴＥＬ:０５０－３３６２－３７９６、４４２１、６５８２ 



別紙

＜雷に係る制約条件＞
(1)

 

ﾉﾐﾅﾙ飛行経路から

 

20km以内に発雷が検知された場合、３０分間は発射してはならない。
ただし、発射時にﾉﾐﾅﾙ飛行経路から

 

20km以内に雷雲、積雲及びかなとこ雲がない場合はこの
限りではない。

(2)

 

発射時15分間は、射点近傍の地表電界強度が -2kV/m以上、+2kV/m以下の範囲にあること。
(3)

 

射点を中心として半径10km以内に雷雲のないこと。
(4)

 

ﾉﾐﾅﾙ飛行経路が以下を通過する場合には発射を行わないこと。
(a) 雷雲、積乱雲及びかなとこ雲から

 

20km以内
(b) 氷結層を含み、鉛直の厚さが1.8km以上の雲
(c) 雲頂高度3km以上の雲を伴う寒冷前線やｽｺｰﾙﾗｲﾝ



全長：約５６m
直径：約５．２m（第１段部分）
質量：約５３０㌧（HTV含まず）

Ｈ－ⅡＢロケット２号機による
宇宙ステーション補給機「こうのとり」２号機（ＨＴＶ２）の

打上げについて

打上げ日時・場所打上げ日時・場所

（※１）最新の国際宇宙ステーションの軌道により決定。
（※２）予備期間中の打上げ日および時刻については、国際宇宙ステーションの運用に係る国際調整により決定。

○ 打上げ予定日及び時刻

平成２３年１月２０日（木） １５時２９分頃（日本標準時）（※１）

（打上げ予備期間：平成２３年１月２１日（金）～平成２３年２月２８日（月））（※２）

○ 打上げ場所
宇宙航空研究開発機構 種子島宇宙センター 大型ロケット発射場

打上げの目的及び概要打上げの目的及び概要

官民共同で開発。我が国の基幹ロケットであるH-IIA
ロケットをベースとし、能力を増強。
大型衛星等の打上げに対応し、国際競争力を確保。
（静止衛星打上げ能力約８トン)

Ｈ－IIＢロケット２号機に搭載した宇宙ステーション補給機２号機（ＨＴＶ２）により、
国際宇宙ステーション（ISS）（※３）の運用に必要な物資の補給を行う。

平成２１年９月に、Ｈ－IIＢロケット試験機／宇宙ステーション補給機（ＨＴＶ）技術実
証機の打上げに成功。今後、年１機程度の頻度で合計７機（技術実証機を含む）
の打上げを予定。

ISSを運用・利用するために必要な水・食料・実験機器
等の物資を補給するという我が国の国際的な責務を
履行するため、我が国の宇宙産業の先端技術を結集
して開発。

有人施設であるISSに結合するため、高い安全性・信
頼性を有する輸送手段であり、将来必要となる軌道間
輸送技術を習得。

○ H-IIBロケット

○ 宇宙ステーション補給機「こうのとり」（HTV）

（※３）国際宇宙ステーションは、地球周回軌道（高度約400km）上の有人基地で、日本、米国、欧州、カナダ、ロシアの５極
共同による国際プロジェクト

HTV
全長：約10m
直径：約４．４m
質量：約１６．５㌧

Ｈ－ＩＩＢロケット （イメージ）

ISSへ接近する「こうのとり」 （イメージ）

参考
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